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【サトユミアシゴミムシダマシ】
ゴミムシダマシ科
前肢のけい節が弓状に内側に
曲がっているので、この名前が
付いたようです。（2/17）

【キアシナガバチ】
スズメバチ科

スズメバチの仲間です
ので要注意ですが、攻
撃性はそれ程高くあり
ません。（2/21）

【昆虫】

トピックス①
～冬は水辺でカモ観察～

【コガモ♂】（2/21）

御手洗池では、1年を通してカルガモが見
られ、秋～冬になると、冬鳥のキンクロハジ
ロとマガモも時折見られるようになります。
今年は2月から、珍しくコガモが見られるよ
うになりました。名の通り、小ぶりな体で体
長は35㎝程です（カルガモは60㎝程）。
コガモは浅い水辺（近くでは浅瀬がある鶴

見川等）で見られることが多いですが、これ
は小さな体でも水底の水生昆虫や水草を捕り
やすいからだと考えられています。御手洗池
は浅場がほとんどないのですが、餌を食べる
ときは田んぼ、休憩する時は御手洗池、と場
所を使い分けているようです。
潜水が得意なキンクロハジロは深場のある

水辺、人なれしやすい（？）オナガガモは人
が餌をやる公園池で見られやすい、といった
ように、カモ類は種ごとに好む場所の違いが
あります（キンクロハジロも人なれしやすい
ので、深場がなくても人が餌をやっていれば
集まっていることがあります）。
生態園の周りには水辺が多いので、場所ご

とにカモ類の種類を比べて、環境の違いにつ
いて考えると、冬の散歩も面白くなるカモ。

【キイロテントウ】
テントウムシ科
植物につくウドンコ
病菌などの菌類を
食べてくれます。
（2/17）

【シモフリトゲエダシャク】
シャクガ科
冬に成虫で活動するガを総称と
してフユシャクと言っています
が、その仲間です。（２/17）。

【植物】

左奥がコガモ。右がカルガモ。
コガモは小さい。

【ウグイスカグラ】
スイカズラ科
落葉低木。ウグイスが鳴く頃に花
が咲くことから名づけられたとす
る説がありますが、ウグイスが鳴
き始めるより早く（1月中旬～）咲
き始めます。初春の桃色の花も、
初夏の赤い実も（可食）も、可愛
らしいです。（3/4）

【コガモ♀】（2/18）

【キンクロハジロ】
潜水が得意なカモ。
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【緊急事態宣言下での開園について】
緊急事態宣言延長に伴い、3月20日までの定例保全作業、イベントは中止とさせていた

だきます。再開等につきましては、随時ホームページの「お知らせ」欄や「イベント情報」
ページに情報を更新いたしますので、ご確認ください。
土日祝日の開園は通常通りです。ご自宅での検温、体調の確認をしていただいた上で、春

を見つけにご来園ください。

【会員（サポーター）登録】
21年度も引き続き登録更新をお願いいたします。みなさまのお気持ちが生態園の活動の

源です。4月末までに、詰所にて、またはゆうちょ銀行振込にてお願いいたします。
会費〈個人：1000円、家族：1500円〉
振込先：ゆうちょ銀行、記号：１０９４０、番号：１９０７０１
引き続きよろしくお願いいたします。 赤木

日時 活動 内容 対象

3/27(土)
10:30～11:30

森となかよしキッズ
イン 生態園

五感を使ってキッズネイチャーゲームを
親子で楽しみます（雨天中止）

未就学児親子
（4～6歳）

4/1(木)
9:30～11:30

草刈りボランティア
（作業）

平日の園内で和やかな雰囲気でササ刈
りを行います〈荒天中止〉

おとな

4/17(土)、25(日)
10:00～12:00

保全（作業）
ササ刈り・低木刈り等 〈荒天中止〉
＊軽食なし・飲み物は各自用意

おとな
小学生は親子

4/17（土)
10:00～14:30

想ネイチャークラフト
野外教室

木の実・草の実など使って自由に動物
などを作ります 〈雨天中止〉

こども～

4/24(土)
10:00～11:30

クモの観察会
春に見られるクモを観察します

〈雨天翌週〉
小学生

4/25(日)
午後

昔ながらの米作り
苗床づくり

種籾をまきます〈雨天延期〉
米作り
リピーター

【４月までのイベント・作業】 詳細・お申込み・開催可否の確認はwebで♪

！3月の想ネイチャークラフトと、毎年初春に開催しているシュンラン観察会は中止です。
！いずれのイベントも、新型コロナ感染拡大状況により直前でも中止となる場合がございます。

事務局からのお知らせ

20年度はボランティアの方々（19年度の米作り経験者）のみで田んぼの維持管理作業を
行いましたが、21年度は再び催しとして参加者を公募して行います。感染拡大防止のため、
例年より少人数で密を回避しながら作業します。（申込受付：4/6～、webにて）

21年度の昔ながらの米作り

トピックス②
センサーカメラに映った…

都市大のY.I.さんが夜
間の哺乳類調査のために
カエル池に仕掛けたセン
サーカメラで、今度はゴ
イサギの幼鳥が確認され
ました。なんと、産卵に
来ていたニホンアカガエ
ルをくわえ、飲み込む決
定的映像が撮られていま
した。（2/13）

トピックス③
越冬女王スズメバチ探し

毎年サポーターの方と
行っている越冬女王スズ
メバチの捕獲調査ですが、
今年は新型コロナ対策の
ため、スタッフのみで行
いました。捕獲されたの
はコガタスズメバチ5匹
とキイロスズメバチ2匹。

昨年に続き捕獲数は少ない傾向が続いており
ます。たくさん繁殖すると、事故のリスクが増
すため、女王バチが少ないことに安心する反面、
自然環境の変化が反映されているのだろうかと、
少し心配にもなります。（2/17）

映像提供：Y.I.さん


